
番
外
謡
本
所
蔵
の
一
端
|
|
連
歌
師
猪
苗
代
家
と
《
兼
載
草
書
上
》

は
じ
め
に

謡
本
は
、
能
の
声
楽
部
分
で
あ
る
「
う
た
い
(
謡
)
」
を
記
し
た

も
の
で
、
主
に
詞
章
と
節
付
か
ら
成
っ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
間

狂
言
詞
章
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
は
能
の
台
本
、
つ
ま

り
「
能
の
本
」
「
能
本
」
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
謡
本
は
、
能
楽
研
究
、
特

に
能
作
品
の
文
学
的
研
究
を
行
う
上
で
、
重
要
な
資
料
と
さ
れ
て
い

る。
世
阿
弥
の
頃
よ
り
、
能
の
中
で
謡
わ
れ
る
謡
と
は
別
に
、
能
か
ら

独
立
し
た
謡
が
享
受
さ
れ
て
い
た
が
、
室
町
後
期
に
は
素
人
に
よ
る

謡
愛
好
が
高
ま
り
、
そ
の
稽
古
本
と
し
て
謡
本
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
商
業
出
版
と
謡
愛
好
の
高

ま
り
の
中
、
版
本
の
謡
本
が
多
数
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

5
0

そ
の
た
め
、
謡
本
が
制
作
、
所
蔵
さ
れ
た
背
景
に
は
、
し
ば
し
ば

中
嶋
睡
眠
昌

能
や
謡
に
対
す
る
関
心
が
指
摘
さ
れ
る
。
珍
し
い
作
品
を
収
め
た
謡

本
の
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
松
井
文
庫
蔵
妙
巷
玄
又

手
沢
五
番
綴
本
は
、
慶
長
期
の
年
記
を
持
ち
、
三

O
一
番
町
講
を
収

め
た
謡
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
《
高
野
敦
盛
》
《
五

筆
》
な
ど
、
同
書
以
前
に
は
記
録
さ
え
見
ら
れ
な
い
稀
曲
も
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
所
持
者
の
妙
巷
玄
又
は
、
細
川
幽
斎
の
三
男
幸
隆
で

あ
り
、
観
世
身
愛
(
黒
雪
)
に
も
教
え
を
受
け
る
な
ど
、
能
の
数
寄

者
で
あ
っ
た
さ
も

幸
隆
の
稲
本
所
蔵
の
背
景
に
は
、
能
愛
好
、
謡
愛
好
が
明
確
で
あ

る
が
、
能
楽
文
化
が
拡
大
す
る
中
で
、
謡
本
の
意
義
も
広
が
っ
て
ゆ

く
。
ま
た
、
個
別
の
謡
本
ご
と
に
所
蔵
の
事
情
も
異
な
る
は
ず
で
あ

る
。
中
に
は
、
能
や
謡
に
対
す
る
関
心
と
は
別
の
理
由
で
、
所
蔵
さ

れ
る
に
至
っ
た
謡
本
も
あ
ろ
う
。

京
都
大
学
谷
村
文
庫
は
、
藤
本
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
(
現
大
和

証
券
)
取
締
役
会
長
を
務
め
、
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
谷
村
一
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太
郎
氏
の
蔵
書
群
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
の

撰
者
で
あ
っ
た
猪
苗
代
兼
載
を
初
代
と
す
る
、
連
歌
師
猪
首
代
家
の

旧
蔵
書
一
九
O
点
が
あ
り
、
「
猪
苗
代
本
」
と
し
て
一
括
管
理
さ
れ

て
い
る
2
ヨ

猪
首
代
家
は
、
江
戸
期
を
通
じ
て
、
仙
台
藩
に
連
歌
師
と
し
て
抱

え
ら
れ
、
伊
達
家
の
連
歌
行
事
へ
の
参
加
、
連
歌
指
南
等
を
行
っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り

E
、
猪
苗
代
本
も
和
歌
・
連
歌
関
係
の
資

料
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
学
術
的
価
値
は
広
く
喧
伝
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
中
に
二
点
の
稲
本
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

一
点
は
《
兼
載
桜
》
の
一
番
綴
謡
本
、
も
う
一
点
は
《
摺
上
》
の

一
番
綴
蘭
本
で
あ
る
が
、
《
兼
載
桜
》
《
摺
上
》
と
も
に
、
内
百
番

・
外
百
番
の
主
要
二
百
番
に
含
ま
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
番
外
曲
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
江
戸
期
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
で
、
伝

本
数
も
少
な
い
た
め
、
こ
の
謡
本
で
数
少
な
い
伝
本
を
補
い
、
作
品

研
究
に
生
か
す
こ
と
も
可
能
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
別
の
疑
問

か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。
す
な
わ
ち
、
連
歌
師
猪
苗
代
家
が
な
ぜ
こ

の
よ
う
-
な
謡
本
を
所
蔵
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

仮
に
、
謡
を
稽
古
す
る
必
要
性
、
あ
る
い
は
謡
一
般
に
対
す
る
強

い
関
心
か
ら
、
《
兼
載
桜
》
《
摺
上
》
の
謡
本
を
所
有
し
て
い
た
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
他
に
、
内
外
二
百
番
に
含
ま
れ
る
能
作
品
の
謡
本

も
残
存
し
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
番
外
曲
だ
け
に
関
心
を
示
し
、

主
要
曲
に
は
見
向
き
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
通
常
考
え
が
た
い
。

し
か
し
、
猪
苗
代
本
の
謡
本
は
こ
の
二
冊
の
み
な
の
で
あ
る
。

猪
苗
代
家
に
残
存
し
た
謡
本
が
、
《
兼
載
桜
》
《
摺
上
》
と
い
う

稀
曲
の
謡
本
だ
け
で
あ
っ
た
理
由
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

そ
こ
に
は
、
謡
に
対
す
る
関
心
と
は
別
の
背
景
が
存
在
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
伝
本
の
性
格
、
作
品
成
立
の
状
況
等
に
も

触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
猪
首
代
家
を
例
に
、
番
外
謡
本
所
蔵
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

猪
首
代
本
《
兼
載
桜
》
の
性
格

《
兼
載
桜
》
は
、
連
歌
師
猪
首
代
家
の
祖
、
猪
苗
代
兼
載
を
シ
テ

と
す
る
複
式
夢
幻
能
で
あ
る
。
同
曲
の
梗
概
を
示
せ
ば
、
以
下
の
よ

う
に
な
ろ
う
。

諸
園
一
見
の
僧
(
ワ
キ
)
が
、
陸
奥
へ
の
道
程
、
下
総
園
古
河
に

到
着
す
る
と
、
一
人
の
老
人
(
前
シ
テ
)
が
現
れ
る
。
僧
が
辺
り
の

名
所
旧
跡
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
老
人
は
詳
細
に
教
え
た
後
、
自
分

が
猪
苗
代
兼
載
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
、
姿
を
消
す
〈
中
入
〉
。

僧
の
弔
い
を
う
け
て
、
猪
苗
代
兼
載
の
霊
(
後
シ
テ
)
が
姿
を
現
し
、

連
歌
に
関
す
る
物
語
を
し
た
後
、
舞
を
舞
い
、
夜
明
け
と
と
も
に
消

え
て
い
く
。

兼
載
は
永
宣
七
年
(
一
五
一

O
)
に
没
し
て
お
り
、
同
曲
も
そ
れ
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以
後
に
成
立
し
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
西
野
春
雄
氏
が
そ
の
成
立
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
「
こ
の
能
に
は
正
徳
二
年
七
月
に
子
孫
の

兼
郁
(
花
陰
軒
。
京
都
の
人
。
享
保
二
十
年
没
)
に
よ
る
演
能
記
録

が
あ
る
。
恐
ら
く
作
者
は
兼
郁
で
、
兼
郁
自
作
自
演
と
恩
わ
れ
る

(
E

徳
六
年
三
月
に
も
同
人
所
演
)
。
」
と
述
べ
、
「
正
徳
元
年
(
一
七
一

一
)
の
連
歌
師
猪
苗
代
兼
載
二
百
年
忌
記
念
に
新
作
し
た
」
と
推
定

し
て
い
る
宝
も

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
伝
本
は
少
な
く
、
宮
城
県
図

書
館
伊
達
文
庫
蔵
「
下
掛
り
番
外
謡
六
百
四
十
三
番
本
」
(
以
下
伊

達
本
)
と
天
理
図
書
館
蔵
「
番
外
謡
本
集
」
(
下
村
家
旧
蔵
、
以
下

下
村
本
)
の
二
本
の
み
で
あ
る
。
両
本
と
も
に
大
き
な
異
間
も
な
く
、

田
中
允
『
未
刊
謡
曲
集
十
』
{
古
典
文
庫
)
が
、
伊
達
本
を
底
本
に

詞
章
の
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
の
解
題
で
は
、
猪
首

代
本
《
兼
載
桜
》
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

猪
首
代
本
《
兼
載
桜
》
は
、
縦
一
八
・

O
咽
、
横
一
三
・
五
咽
、

菊
花
文
薄
茶
色
表
紙
の
中
央
に
、
「
兼
載
桜
」
と
墨
書
し
た
紗
綾
形

文
浅
葱
色
題
篠
を
貼
り
、
鳥
の
子
の
色
変
わ
り
料
紙
を
綴
葉
装
に
し

た
横
本
で
、
謡
本
と
し
て
は
美
麗
な
部
類
に
入
る
。
節
付
は
上
掛
り

系
統
で
、
「
兼
載
桜
壱
冊
」
と
墨
書
し
た
包
紙
が
付
属
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
京
都
大
学
谷
村
文
庫
目
録
』
は
「
8

|
防
ケ
1
猪
/
〔
江

戸
初
期
〕
写
/
口
丁

n
.
5
咽
横
長
五
色
料
紙
」
と
記
し
て

い
る
。岡
本
で
の
《
兼
載
桜
》
の
構
成
は
、
次
の
通
り
に
な
る
(
日
本
古

典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
』
の
方
法
に
よ
り
、
段
・
小
段
を
示
し
た
。

[
〕
内
は
推
定
)
。

ー
ロ
キ
の
登
場
[
次
第
・
名
ノ
日
・
上
ゲ
歌
・
着
キ
ゼ
リ

フ
]

2

シ
テ
の
登
場
[
一
セ
イ
・
サ
シ
・
下
ゲ
歌
・
上
ゲ
歌
]

3

ワ
キ
と
シ
テ
の
応
対
[
問
答
・
下
ゲ
歌
・
上
ゲ
歌
・
ロ

ン
ギ
]

4

シ
テ
の
中
入
[
問
答
・
上
ゲ
歌
]

5

[
ア
イ
の
語
り
]

自
ワ
キ
の
待
受
[
口
・
上
ゲ
歌
]

7

後
シ
テ
の
整
揚
[
下
ノ
詠
・
サ
シ
・
一
セ
イ
]

自
ワ
キ
と
シ
テ
の
応
対
[
掛
ケ
合
]

9

シ
テ
の
語
り
[
口
・
ク
リ
・
サ
シ
・
ク
セ
]

叩
シ
テ
の
舞
事
[
(
ワ
カ
)
・
[
舞
]
・
ロ
カ
]

日
結
末
[
口
・
ノ
リ
地
]

間
狂
言
詞
章
は
未
発
見
で
あ
る
が
、
ほ
ぽ
複
式
夢
幻
能
の
典
型
的
な

構
成
で
あ
り
、
第
5
段
に
間
狂
言
の
段
、
お
そ
ら
く
ア
イ
に
よ
る
居

語
リ
が
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
ま
た
、
第

m段
で
は
舞
事
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
シ
テ
が
男
体
、
歌
人
に
類
す
る
人
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
《
西
行
桜
》
(
シ
テ
は
西
行
法
師
)
同
様
、
太
鼓
序
之
舞
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が
想
定
で
き
る

50

伊
達
本
・
下
村
本
も
、
大
枠
で
は
同
じ
段
構
成
を
持
っ
て
い
る
が
、

調
章
の
分
量
は
猪
苗
代
本
よ
り
少
な
い
。
伊
達
本
等
と
猪
首
代
本
の

差
異
が
最
も
著
し
い
の
は
、
前
半
部
の
末
尾
に
あ
た
る
第
3
・
4
段

で
あ
る
。
次
に
、
猪
苗
代
本
に
お
け
る
、
第
3
段
後
半
5
第
4
段
の

詞
章
を
あ
げ
る
。

[
ロ
ン
ギ
]
地
『
抽
埋
も
い
そ
が
ぬ
道
の
辺
に
、
休
ら
ふ
程
も
千
世

や
経
ん
、
愛
は
山
路
の
宿
な
ら
め
、
シ
テ
『
齢
を
も
、
延
に
し

人
の
た
め
し
に
は
、
ぬ
れ
に
し
筆
の
白
露
の
、
情
あ
る
じ
と
お

ぼ
し
め
し
、
化
に
な
過
し
給
ひ
そ
、
地
『
何
か
あ
だ
な
る
露
の

ま
も
、
馴
れ
ば
お
し
き
別
か
な
、
シ
テ
『
別
れ
て
も
、
同
じ
旅

ね
の
う
き
な
ら
ば
、
慰
め
と
だ
に
い
は
ま
ほ
し
冶
刷
吋
樹
U
矧

副
司
削
何
割
削

1
d判
例
削
剖
引
刷
州
引
樹
U
引
ォ
斜
制
創
制

u
割
U
剖
判

M
J到
司
君
司
副
割
削
叶
刷
『
引
叶

岡
削
剥
凶
制
凶
剰
釧
ォ
刻
利
引
制
剖
U
剖
鮒
刈
剖
叶
例
制
州
倒

閣
制
劇
剣
引
1
」
利
樹
釧
相
側
剥
叫
可
制
剖
て
帰
り
け
り
、
袖

と
も
な
ひ
て
か
へ
り
け
り
。

[
問
答
]
シ
テ
「
此
花
は
故
あ
る
木
に
て
候
、
能
々
御
詠
候
へ

ワ
キ
「
是
は
い
づ
れ
の
世
よ
り
の
花
木
や
ら
ん
〈
〈
朽
て
苔
む

す
う
つ
ほ
木
の
、
片
枝
に
さ
け
る
春
の
花
、
も
の
い
は
ね
ど
も

色
に
香
に
、
さ
し
も
謂
の
あ
り
が
ほ
な
り
、
異
木
も
ま
じ
る
薮

し
か
く
れ
に
、
シ
テ
《
守
人
通
ふ
道
見
え
て
、
ワ
キ
《
陰
を
も

清
め
と
り
わ
き
て
、
シ
テ
《
老
朽
ま
さ
る
と
し
戸
¥
の
、
ワ
キ

《
柚
木
に
き
り
や
、
シ
テ
《
残
す
ら
ん

[
上
ゲ
歌
]
地
『
此
山
桜
ひ
と
へ
に
て
、
/
¥
、
い
く
年
々
を
か

さ
ぬ
ら
ん
、
月
の
み
す
め
る
軒
あ
れ
て
、
里
ち
か
け
れ
ど
中
々

B
 

に
、
刈
副
削
州
到
叫
割
削
劇
叶
剖
判
叫
削
剖
削
引
制
剥
創
刷

1

剰
制
叫
寸
州
側
剖
刊
則
州
刷
引
矧
制
削
寸
州

u司
例
刻
割

引
割
引
則
U

剖
割
引
剖
寸
劇
到
引
制
U

則
明
劇
叫
削
引
。

猪
首
代
本
で
は
、
兼
載
の
墓
の
あ
る
桜
木
に
ワ
キ
を
誘
っ
た
後
(
[
ロ

ン
ギ
]
)
、
ワ
キ
が
桜
木
の
調
わ
れ
を
尋
ね
(
[
問
答
]
)
、
シ
テ
が
E

体
を
ほ
の
め
か
し
て
姿
を
消
す
(
[
上
ゲ
歌
]
)
が
、
伊
達
本
で
は

こ
の
場
面
が
か
な
り
短
く
な
っ
て
い
る
。

地
『
嬉
し
や
辿
も
行
暮
ぬ
、
こ
よ
ひ
は
さ
ら
ば
か
り
寝
し
て
、

名
残
を
借
み
お
し
ま
れ
ん
、
シ
テ
『
名
残
を
恩
ふ
中
垣
の
、
へ

だ
て
ぬ
友
に
な
ら
柴
の
、
な
れ
そ
め
ま
し
を
旅
人
と
、
地
『
タ

か
げ
草
の
露
分
て
、
一
木
桜
の
木
の
本
に
、
と
も
な
ひ
行
と
み

え
つ
る
が
、
人
目
も
か
る
〉
草
の
は
ら
、
ま
れ
に
も
と
は
ば
我

名
を
ば
、
兼
載
の
塚
の
ま
に
、
み
与
ゆ
る
影
も
恥
か
し
と
、
夕

暮
過
て
み
え
ぎ
り
き
、
暮
は
て
〉
見
へ
ず
成
に
け
り
。

伊
達
本
は
こ
の
[
ロ
ン
ギ
]
で
シ
テ
が
中
入
を
し
、
[
問
答
]
[
上

ゲ
歌
]
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
部
分
の
詞
章
は
、
猪
苗
代
本
の
[
ロ

ン
ギ
]
後
半
部
(
傍
線
部
A
)
と
[
上
ゲ
歌
]
後
半
部
(
傍
線
部
B
)

を
接
合
し
て
で
き
た
よ
う
に
見
え
る
。
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第
3
・
4
段
同
様
、
猪
苗
代
本
と
他
本
の
聞
に
著
し
い
差
異
が
見

ら
れ
る
の
は
、
第
9
段
で
あ
る
。
第
9
段
は
シ
テ
が
連
歌
に
つ
い
て

物
語
る
場
面
で
、
[
タ
セ
]
は
古
来
連
歌
に
詠
ま
れ
た
事
物
を
列
挙

す
る
小
段
と
な
っ
て
い
る
。
猪
苗
代
本
の
[
ク
セ
]
は
比
較
的
長
い

も
の
で
、
シ
テ
謡
が
二
度
入
る
「
二
段
グ
セ
」
で
あ
る
点
に
特
徴
が

あ
る
。

C
I
l
-
I
l
l
i
-
-

地
『
ま
づ
初
春
の
朝
霞
、
た
な
引
わ
た
る
山
里
の
、
垣
ね
の
梅

州
剖
剖
捌
刻
叶
司
剖
州
制
州
制
削
剖
削
州
制
叶
制
謝
料
ベ
引
制

刷
所
叫
叶
側
側
割
削
削
州
州
制
刻
叶
削
矧
削
射
訓
剖
引
叶
引
訓
叶
ー

判
U
矧
削
寸
剖
州
刻
州
割
、
峰
も
麓
も
立
つ
f
く
、
雨
の
夕
暮

し
づ
か
な
る
、
草
の
庵
に
ま
ち
侍
る
、
山
ほ
と
〉
ぎ
す
す
ぎ
が

て
に
、
ロ
則
樹
刻
剰
州
制
州
側
可
制
判
別
捌
制
引
制
創

λ
引
4
d

し
よ
し
と
崎
蝉
の
、
声
も
涼
し
き
道
の
ベ
に
、
誰
を
や
ま
ね
く

z

l

 

は
な
薄
、
ほ
の
か
に
出
る
影
見
え
て
、
月
に
な
ら
び
の
聞
の
松

制
可
刷
削
樹
剖
剖
州
司
刻
刻
刻
叫

1
H割
引
制
割
引
引
寸
剖
刷

た
、
は
ら
ノ
¥
ほ
ろ
ノ
¥
と
、
袖
に
こ
ぼ
る
〉
露
し
ぐ
れ
、
降

み
ふ
ら
ず
み
定
な
き
、
シ
テ
『
世
に
は
誠
の
神
無
月
、
地
『
外

山
は
雪
の
白
妙
に
、
ふ
り
積
り
ゆ
く
年
も
く
れ
、
残
る
日
数
や

F
 

ほ
同
点
ゎ
同
国
問
団
門
悶
州
問
問

射
吋
凶
叫
剛
叫
州
剖
叫

1
d刈
材
対
叫
刻
引
剖
州
司
同
訓

リ
ゴ
叫
叶
剖
剤
、
シ
テ
『
実
天
地
を
う
ご
か
せ
る
、
地
『
人
の

こ
〉
ろ
を
種
と
し
て
、
万
代
ま
で
も
生
し
げ
る
、
言
葉
の
苑
は

枯
せ
め
や
、
か
け
ど
も
っ
き
ぬ
水
ぐ
き
の
、
跡
も
久
し
き
詠
哉
。

あ
た
か
も
勅
撰
和
歌
集
や
『
菟
玖
波
集
』
の
部
立
を
な
ぞ
る
か
の
よ

う
に
、
初
春
か
ら
歳
末
ま
で
四
季
の
景
物
を
連
ね
た
あ
と
、
恋
・
属

旅
・
神
祇
・
釈
教
の
内
容
に
触
れ
、
連
歌
の
道
が
尽
き
な
い
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。

伊
達
本
の
[
ク
セ
]
は
こ
れ
よ
り
も
短
く
、
先
の
例
と
同
じ
く
、

猪
首
代
本
の
詞
章
を
省
略
、
接
合
し
た
よ
う
な
調
章
を
と
る
。
つ
ま

り
、
傍
線
部
C
を
「
垣
ね
の
梅
の
さ
き
初
る
、
吉
野
初
瀬
の
花
の
雲
」

と
し
、
若
菜
摘
み
や
谷
の
鴛
な
ど
の
部
分
を
持
た
ず
、

D
を
「
み
を

く
る
森
に
鳴
蝉
の
」
、

E
を
「
月
に
む
か
ひ
て
う
つ
砧
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
二
句
ず
つ
詞
章
が
短
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
F
全

体
も
見
ら
れ
な
い
。
二
回
目
の
シ
テ
謡
「
実
天
地
を
う
ご
か
せ
る
」

は
地
謡
が
謡
い
、
全
体
と
し
て
は
一
段
グ
セ
と
な
っ
て
い
る
。
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猪
苗
代
本
《
兼
載
桜
》
と
他
本
の
先
後
関
係

猪
苗
代
本
の
本
文
は
、
伊
達
本
・
下
村
本
と
の
聞
に
大
き
な
異
同

を
有
し
、
系
統
を
異
に
す
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
こ
こ
で
両
系
統
の

先
後
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
場
面
で
は
、
猪
苗
代
本

の
詞
章
を
大
き
く
省
略
し
、
祖
師
が
お
き
な
い
よ
う
一
に
接
合
す
る
こ

と
で
、
伊
達
本
等
の
詞
章
が
作
ら
れ
た
と
い
う
仮
定
が
成
り
立
つ
。



つ
ま
り
、
猪
苗
代
本
が
先
に
成
立
し
、
そ
れ
を
改
訂
す
る
こ
と
で
、

他
本
の
本
文
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
を
明
確
に
一
軍
す
の
は
、
連
歌
の
起
源
、
古
例
に
つ
い
て

述
べ
た
第
9
段
[
夕
日
]
で
あ
る
。
猪
首
代
本
の
[
夕
日
]
は
、
「
連

専
の
始
」
に
つ
い
て
三
つ
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

地
《
夫
連
歌
の
濫
鱒
と
い
っ
ぱ
、
二
神
出
世
の
い
に
し
そ
天

の
浮
橋
の
本
の
嗣
よ
り
は
じ
ま
り
、
日
本
武
尊
の
、
新
治
筑
波

の
詞
に
つ
づ
き
、
人
の
世
に
伝
り
て
は
、
在
五
中
将
の
駈
の
使

と
し
て
伊
勢
の
斎
宮
に
て
、
ま
た
逢
坂
の
聞
は
こ
え
な
ん
と
読

し
継
帯
、
是
皆
連
署
の
始
と
か
や
。

つ
ま
り
、
コ
一
神
出
世
の
い
に
し
そ
天
の
浮
橋
の
本
の
詔
」
、
「
日

本
武
尊
の
、
新
治
筑
波
の
詞
」
、
「
在
五
中
将
の
駈
の
使
と
し
て
伊

勢
の
斎
宮
に
て
、
ま
た
逢
坂
の
聞
は
こ
え
な
ん
と
読
し
継
膏
」
の
一
一
一

つ
を
、
「
連
耳
の
始
」
と
し
て
い
る
。

「
二
神
・
」
と
は
、
伊
弊
諾
尊
・
伊
弊
冊
尊
が
国
生
み
の
際
に
唱

和
し
た
、
神
代
記
に
見
え
る
内
容
を
指
し
、
「
日
本
武
噂
・
:
」
と
は
、

日
本
武
尊
が
「
新
治
筑
波
を
渇
き
て
幾
夜
か
寝
つ
る
」
と
詠
ん
だ
片

歌
に
、
乗
燭
者
が
「
か
が
な
べ
て
夜
に
は
九
夜
目
に
は
十
日
を
」
と

片
歌
で
付
け
た
、
景
行
紀
の
内
容
を
指
す
が
、
い
ず
れ
も
二
条
良
基

『
筑
波
問
答
』
に
示
さ
れ
た
連
歌
起
源
説
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三
つ
め
の
「
在
五
中
将
・
」
は
、
『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
九
段
で
、

斎
宮
が
「
か
ち
人
の
渡
れ
ど
濡
れ
ぬ
え
に
し
あ
れ
ば
」
と
和
歌
の
上

句
を
詠
み
か
け
、
「
男
」
が
「
文
逢
坂
の
聞
は
越
え
な
ん
」
と
下
句

を
付
け
た
こ
と
を
指
す
。
『
伊
勢
物
語
』
の
「
男
」
は
在
原
業
平
に

擬
せ
ら
れ
、
し
ば
し
ば
業
平
と
同
一
視
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
連
歌
も

通
常
は
業
平
の
作
と
さ
れ
、
『
菟
玖
波
集
』
仮
名
序
や
『
吾
妻
問
答
』

に
初
期
の
連
歌
の
一
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
伊
達
本
が
挙
げ
る
の
は
コ
一
神
:
」
「
日
本
武
尊

」
の
二
つ
の
み
で
、
「
在
五
中
将
」
の
連
歌
に
は
触
れ
な
い
。

シ
テ
《
夫
連
歌
の
ら
ん
し
ゃ
う
と
い
っ
ぱ
、
二
神
出
世
の
い
に

し
で
地
《
天
の
浮
橋
の
も
と
の
み
こ
と
の
り
よ
り
初
り
、
人

の
代
に
伝
り
て
は
、
日
本
武
の
尊
の
、
に
い
ば
り
つ
く
ば
の
つ

ぎ
耳
、
是
皆
連
歌
の
は
じ
め
と
か
や
。

猪
首
代
本
よ
り
伊
達
本
が
短
い
調
章
を
持
つ
と
い
う
全
体
的
傾
向

は
、
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
「
人

の
世
(
代
)
に
伝
り
て
は
」
の
位
置
で
あ
る
。
伊
達
本
で
は
、
「
日

本
武
尊
」
の
例
の
直
前
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
猪
苗
代
本
で
は
、
「
日

本
武
尊
」
の
後
、
「
在
五
中
将
」
の
前
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
猪
苗
代

本
で
は
、
二
神
の
唱
和
と
日
本
武
尊
の
片
歌
間
容
を
神
代
の
こ
と
と

し
、
業
平
の
連
歌
を
「
人
の
世
」
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
武
尊
が
実
在
の
人
物
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
伝
説
上
の
人

物
な
の
か
は
別
に
議
論
が
あ
ろ
う
が
、
記
紀
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

神
武
天
皇
以
前
が
「
神
代
」
で
あ
り
、
神
武
天
皇
以
降
が
「
人
の
世
」

で
あ
る
。
日
本
武
尊
は
景
行
天
皇
の
皇
子
な
の
だ
か
ら
、
「
人
の
世
」
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の
こ
と
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
記
紀
を
引
く

ま
で
も
な
く
、
「
人
皇
十
二
代
、
景
行
天
皇
、
み
こ
と
の
り
の
御
名

を
ぱ
、
日
本
武
と
申
し
し
が
、
東
夷
を
退
治
の
勅
を
受
け
」
(
能
《
小

鍛
請
さ
な
ど
の
よ
う
に
、
神
武
天
皇
以
降
を
「
人
皇
」
と
呼
ぶ
点

か
ら
も
一
般
的
と
言
っ
て
よ
い
。
猪
苗
代
本
の
「
人
の
世
」
に
関
す

る
認
識
は
、
特
異
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

[
夕
日
]
に
つ
い
て
言
え
ば
、
猪
苗
代
本
よ
り
も
伊
連
本
の
方
が

常
識
的
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
伊
達
本
は
猪
首
代
本
を
改
訂
し
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
ほ
か
に
、
猪
苗
代
本
が
「
今
は
隠
家
に
、
か
く
れ
な
き
名
の
、

跡
留
し
、
矧
到
側
副
州

1
4引
制
同
、
む
か
し
の
春
の
、
残
る
は
朽

木
の
」
(
第
U
段
[
ノ
リ
地
]
)
と
す
る
部
分
で
、
伊
達
本
等
で
は

「
野
渡
の
里
の
、
古
塚
に
」
と
い
う
調
章
を
持
つ
。
「
野
渡
」
と
は
、

作
品
の
舞
台
で
あ
る
古
河
周
辺
の
地
名
で
、
「
兼
載
桜
」
が
植
え
ら

れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
兼
載
の
没
後
、
栃
木
県
下
樟
賀
郡
野
木
町

野
渡
の
満
福
寺
に
墓
標
と
し
て
桜
が
植
え
ら
れ
、
そ
れ
が
兼
載
桜
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
猪
苗
代
本
は
「
(
野
里
の
)
露
降
る
」

と
「
古
塚
」
を
掛
け
た
一
般
的
な
表
現
に
と
ど
ま
る
が
、
伊
達
本
等

の
「
野
渡
の
里
の
古
塚
」
は
明
確
に
兼
載
の
墓
を
指
し
示
し
た
表
現

で
あ
る
。
単
純
な
誤
写
や
後
人
の
さ
か
し
ら
で
も
な
い
限
り
、
「
野

渡
の
里
」
か
ら
「
野
里
の
露
」
へ
の
改
訂
は
あ
り
得
な
い
。
伊
遺
本

の
方
を
改
訂
後
の
本
文
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

猪
苗
代
本
《
兼
載
桜
》
所
蔵
の
背
景

《
兼
載
桜
》
に
は
、
第
9
段
の
よ
う
に
連
歌
に
つ
い
て
詳
し
く
述

べ
た
詞
章
が
あ
り
、
第
2
段
に
は
「
梅
が
香
に
、
そ
れ
も
あ
ゃ
な
し

朝
霞
、
/
¥
、
か
与
る
詠
ゃ
っ
た
ふ
ら
ん
、
ぬ
し
こ
そ
遠
き
跡
留
て
、

今
も
さ
く
ら
町
朽
残
る
」
(
[
上
ゲ
歌
]
)
と
、
兼
載
の
発
句
「
梅
が

香
に
そ
れ
も
あ
ゃ
な
し
朝
霞
」
(
『
聖
廟
法
楽
千
句
』
第
一
何
路
、

兼
載
独
吟
)
を
引
用
し
た
部
分
も
あ
る
。
猪
苗
代
家
の
連
歌
師
が
本

曲
を
作
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。
作
品
の
成
立
事
情
を
示
す

資
料
は
未
だ
見
出
せ
な
い
が
、
猪
苗
代
家
の
鼻
祖
た
る
兼
載
を
讃
え

て
、
兼
郁
が
制
作
に
深
く
関
与
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
猪

苗
代
家
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
伝
存
状
況
か
ら
考
え
て
、
猪
苗
代
本
の

詞
章
が
他
本
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
本
的
性
格
を
有
し
て
い

る
と
言
え
よ
う

5
0

《
兼
載
桜
》
の
謡
本
が
、
な
ぜ
猪
首
代
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の

か
。
こ
の
謡
本
は
、
胡
粉
を
引
い
た
色
変
わ
り
料
紙
に
能
書
家
が
浄

書
し
た
も
の
で
、
単
な
る
稽
古
本
に
し
て
は
豪
華
な
装
訂
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
、
作
品
成
立
当
初
の
浄
書
本
を
、
そ
の
ま
ま
猪
苗
代
家

で
所
蔵
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
兼
郁
の

謡
に
対
す
る
強
い
関
心
を
示
す
と
は
言
い
が
た
い
。

《
兼
載
桜
》
の
演
館
記
録
は
、
伊
達
文
庫
蔵
『
館
組
留
』
に
残
さ
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れ
て
い
る
。
『
能
組
留
』
は
、
伊
達
家
で
の
催
能
を
、
元
禄
十
年
(
一

六
九
七
)
か
ら
寛
保
三
年
{
一
七
四
二
一
)
二
一
月
ま
で
、
約
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
記
録
し
た
も
の
で
、

E
徳
二
年
(
一
七
二
一
)
七
月
晦
日

と
同
六
年
三
月
九
日
に
、
兼
郁
が
同
曲
の
シ
テ
を
二
度
勤
め
て
い
る

が
、
こ
れ
以
外
の
演
能
で
は
兼
郁
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

兼
郁
以
外
に
は
、
兼
都
の
子
兼
竹
が
一
度
だ
け
《
高
砂
》
の
ワ
キ
ツ

レ
と
し
て
出
演
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
兼
郁
が
E
徳
三
年
に
《
兼
載

桜
》
を
演
じ
た
催
し
で
の
出
演
で
あ
り
、
兼
都
に
従
っ
て
参
加
し
た

だ
け
と
も
言
え
る
。
こ
れ
以
上
に
、
猪
首
代
家
と
能
を
結
び
つ
け
る

記
録
は
見
ら
れ
ず
、
彼
ら
が
積
極
的
に
能
に
関
わ
り
、
常
時
能
を
好

ん
だ
証
拠
は
な
い
。

ま
た
、
正
徳
二
年
の
演
能
は
、
『
能
組
留
』
に
「
奥
対
面
所
舞
台

ニ
而
狂
能
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
狂
能
」
と
は
、
こ
こ
で
は
日
頃

能
を
舞
わ
な
い
者
に
も
能
を
舞
わ
せ
た
、
座
興
の
能
と
い
う
意
味
で

は
な
か
っ
た
か
。
正
徳
六
年
の
記
録
に
も
「
於
奥
舞
台
慰
能
興
行
」

と
あ
り
、
同
種
の
催
し
と
恩
わ
れ
る
。

と
も
か
く
も
、
兼
郁
が
《
兼
載
桜
》
を
演
じ
た
揚
は
、
伊
達
家
の

催
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
で
、
兼
郁
が
自
発
的
に
制
作
し
た

新
作
を
自
演
す
る
と
は
考
え
が
た
い
。
兼
郁
が
制
作
に
関
わ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
伊
達
家
の
意
向
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
兼
載
二

百
回
忌
に
際
し
て
、
兼
郁
が
祖
先
を
顕
彰
す
る
能
の
制
作
と
自
演
を

命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

E
o
同
曲
が
上
演
さ
れ
た
正

徳
前
後
に
は
、
将
軍
家
を
中
心
に
稀
曲
の
上
演
が
盛
ん
で
あ
り

E
、

そ
の
こ
と
が
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
時
代
の
仙
台
藩
に
波
及
し
、
《
兼

載
桜
》
の
上
演
を
促
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も

伊
達
家
の
好
尚
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
猪
苗
代
家
側
の
問
題
と
は

言
え
な
い
。

猪
苗
代
家
が
《
兼
載
桜
》
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
に
は
、
こ
の
よ

う
な
成
立
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
謡
一
般
に
対
す
る
関

心
か
ら
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

四

猪
首
代
本
《
摺
上
》
に
つ
い
て

猪
首
代
本
に
は
も
う
一
本
、
《
摺
上
》
の
謡
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
『
京
都
大
学
谷
村
文
庫
目
録
』
は
、
「
自
|
邸
ス

1
猪
/
〔
江

戸
末
期
〕
写
/
9
丁

目

.
5
咽
/
天
E
口
年
6
月
4
日
摺
上
原

の
合
戦
を
謡
曲
に
せ
る
も
の
」
と
記
し
て
い
る
。
縦
一
一
・
五
咽
、

横
一
六
・
五
個
、
橋
紙
仮
綴
の
横
本
で
、
下
掛
り
節
付
が
付
け
ら
れ

て
お
り
、
先
の
《
兼
載
桜
》
と
は
全
く
趣
を
具
に
す
る
。

《
摺
上
》
は
、
天
正
十
七
年
(
一
五
八
九
)
、
伊
達
政
宗
が
麓
名

義
広
を
破
っ
た
摺
上
原
の
合
戦
に
取
材
し
た
勝
修
巌
の
複
式
夢
幻
能

で
あ
る
。
制
作
年
代
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
伊
達
家
に
仕
え
た

平
賀
蔵
人
義
雅
の
作
と
伝
え
ら
れ
、
七
代
藩
主
伊
達
重
村
の
一
覧
に

供
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
に
、
十
代
藩
主
伊
達
斉
宗
が
文
化
十
二
年
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(
一
八
一
五
)
、
仙
台
藩
乱
舞
頭
を
代
々
務
め
た
桜
井
家
の
分
家
、

桜
井
彼
面
安
明
に
、
節
付
や
仕
舞
付
を
命
じ
、
仙
台
城
で
上
演
し
た

作
品
で
あ
る
2
0
3

そ
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
田
中
允
『
未
刊
謡
曲
集
続
七
』
(
古
典

文
庫
)
が
最
も
詳
し
い
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
①
大
正
三
年
八
月
藤
弓

葡
序
、
喜
多
流
節
付
版
本
、
②
助
川
三
郎
氏
(
仙
台
在
住
)
蔵
本
、

③
織
田
無
窮
会
蔵
下
掛
り
節
付
本
、
④
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵

下
掛
り
節
付
本
、
⑤
田
中
允
氏
蔵
下
掛
り
節
付
本
が
残
存
し
、
こ
の

ほ
か
に
桜
井
家
伝
来
本
{
『
宮
城
県
史
』

U
に
翻
刻
本
文
が
所
収
)

が
知
ら
れ
て
い
る
。

猪
首
代
本
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
、
綿
抜
豊

昭
『
近
世
前
期
猪
苗
代
家
の
研
究
』
の
み
で
あ
る
。

平
賀
蔵
人
作
と
さ
れ
、
伊
達
吉
村
(
あ
る
い
は
重
村
)
に
進
献

さ
れ
た
謡
曲
『
摺
上
』
は
、
藩
主
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、

能
楽
の
桜
井
家
だ
け
に
伝
え
ら
れ
た
秘
曲
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

於
い
て
も
こ
の
伝
承
が
語
ら
れ
る
。
な
お
『
摺
土
』
は
は
じ
め

に
「
是
は
都
法
眼
何
某
に
て
候
。
何
時
も
我
君
七
種
の
連
歌
の
た

め
、
年
々
当
国
に
下
り
候
」
と
あ
る
よ
う
に
七
種
連
歌
が
と
り

あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
『
摺
上
』
の
写
本
は

猪
苗
代
家
に
も
伝
来
し
、
現
在
谷
村
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
(
目

録
番
号
|

8

・“ス
1
猪)。【一一
v

七
種
連
歌
が
伊
達
家
に
と
っ
て
重
要
な
行
事
で
あ
り
、
猪
苗
代
家

が
石
井
家
と
交
替
で
七
種
連
歌
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
は
、
綿
抜
氏

著
書
に
詳
し
い
。
同
書
は
猪
苗
代
家
に
《
摺
上
》
が
伝
存
し
た
理
由

に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
同
曲
の
謡
本
が
猪
首
代
本

と
し
て
所
蔵
さ
れ
た
理
由
に
触
れ
て
い
る
。

概
ね
こ
の
通
り
で
あ
る
が
、
《
摺
上
》
は
七
種
連
歌
以
外
に
も
猪

苗
代
家
と
深
く
関
わ
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
同
曲
の
シ
テ
は
藤
原

(
伊
遺
)
成
実
で
あ
り
、
前
場
は
成
実
の
化
身
で
あ
る
男
(
前
シ
テ
)

が
現
れ
、
後
場
に
な
っ
て
本
体
(
後
シ
テ
)
を
現
す
の
で
あ
る
が
、

シ
テ
の
応
対
役
で
あ
る
ワ
キ
が
猪
苗
代
氏
で
あ
る
。

前
場
で
ワ
キ
が
登
場
す
る
と
、
自
ら
の
身
上
と
登
場
の
理
由
を
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ワ
キ
「
是
は
都
法
眼
何
某
に
て
候
、
携
も
我
君
七
種
の
連
専
の

た
め
、
年
々
東
国
に
下
り
候
、
当
年
も
嘉
例
事
終
り
、
只
今
都

へ
登
り
候
、
又
よ
き
序
に
て
候
へ
ば
是
よ
り
直
々
会
樟
猪
苗
代

へ
立
越
え
先
祖
ハ
警
の
天
満
宮
へ
参
り
名
所
く
を
も
一
見

せ
ば
や
と
恩
ひ
候
(
第
1
段
[
名
ノ
リ
]
)

ワ
キ
は
「
都
法
眼
何
某
」
と
名
乗
り
、
七
種
連
歌
の
た
め
に
「
東
国
」

に
下
る
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
猪
苗
代
」
に
「
先
祖
勧
請
の
天

満
官
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
猪
苗
代
家
の
当
主
で
あ

る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
た
内
容
と
言
っ
て
よ
い
三
二
百

さ
ら
に
、
ワ
キ
は
前
シ
テ
に
対
し
て
、
自
ら
の
先
祖
が
猪
苗
代
兼

載
で
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
。
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ワ
キ
「
い
か
に
申
候
我
々
が
先
祖
は
猪
首
代
謙
ざ
ゐ
と
申
て
、

此
所
の
者
に
て
候
ひ
し
が
、
連
替
の
道
を
た
し
な
み
代
々
に
伝

へ
、
天
満
宮
を
勧
請
申
て
候
、
我
未
其
天
満
宮
え
参
詣
申
さ
ず

候
間
参
詣
申
度
候
、
い
づ
く
に
立
せ
た
ま
ふ
御
教
へ
候
へ
(
第

3
段
[
問
答
]
)

(
〈
摺
上
》
の
ワ
キ
は
、
明
ら
か
に
連
歌
師
猪
首
代
家
の
人
物
と
し
て

造
型
さ
れ
て
い
る
。
猪
苗
代
家
に
同
曲
の
謡
本
が
伝
わ
っ
た
の
も
、

七
種
連
歌
か
ら
京
へ
帰
る
猪
苗
代
家
の
当
主
が
登
場
す
る
内
容
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

《
摺
上
》
に
は
、
伊
達
政
宗
の
事
績
が
語
ら
れ
る
た
め
か
、
演
能

に
は
制
約
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
謡
本
の
伝
写
に
際
し
て
は
、
同

曲
を
相
伝
す
る
桜
井
家
に
、
神
文
血
判
の
誓
紙
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
2

一
一
一
も
そ
の
た
め
、
仙
台
周
辺
以
外
に
は
、
ほ
と
ん

ど
広
が
り
を
持
た
な
い
。
そ
の
よ
う
な
作
品
の
謡
本
が
、
猪
首
代
家

に
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
仙
台
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
猪
首
代
本
の
調
章
自
体
も
、
他

本
と
さ
ほ
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

お
わ
り
に

番
外
謡
本
の
所
蔵
を
考
え
る
上
で
、
猪
苗
代
本
は
興
味
深
い
問
題

を
投
げ
か
け
る
。
つ
ま
り
、
謡
へ
の
強
い
関
心
と
い
う
視
点
か
ら
捉

え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
番
外
謡
本
で
あ
る
が
、
猪
苗
代
本
の
番
外
謡

本
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
に
言
い
が
た
い
。

《
兼
載
桜
》
の
場
合
、
猪
苗
代
家
の
祖
先
兼
載
が
登
場
す
る
内
容

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
猪
首
代
兼
郁
が
そ
の
制
作
に
関
わ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
猪
苗
代
家
が
そ
の
浄
書
本
を
保
管
し
て
い
た
の
も
そ
の
た

め
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
《
摺
上
》
の
場
合
も
、
猪
首
代
家
の
人
物
が

ワ
キ
と
し
て
登
場
す
る
と
い
う
内
容
か
ら
、
同
家
に
所
蔵
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
猪
首
代
家
に
関
わ
る
作
品
を
所
蔵
し
た
も
の
で
あ
り
、

殊
更
に
番
外
謡
本
を
所
蔵
し
よ
う
と
い
う
意
識
は
薄
か
っ
た
で
あ
ろ

う。
猪
苗
代
家
で
は
、
能
を
座
興
の
揚
で
演
じ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

そ
れ
以
上
の
特
別
な
関
心
を
示
し
た
痕
跡
は
な
い
。
関
心
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
一
般
的
な
水
準
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
《
高

砂
》
な
ど
、
主
要
曲
の
謡
本
が
猪
苗
代
本
に
残
さ
れ
て
い
な
い
の
も
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
し
て
や
他
の
番
外
謡
本
を
所
蔵
す
る
意
志
な

ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

猪
苗
代
本
《
兼
載
桜
》
告
摺
上
》
は
、
飽
楽
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、

番
外
謡
本
に
分
類
さ
れ
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
猪
苗
代
家
と

い
う
連
歌
師
の
家
に
関
す
る
資
料
で
も
あ
り
、
む
し
ろ
後
者
の
性
格

を
強
く
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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〈注〉
(
一
)
表
章
ヨ
う
た
い
(
諮
)

H

考
そ
の
発
達
史
を
中
心
に
」
(
『
橿

楽
史
新
考
(
一
)
』
、
わ
ん
や
書
底
、
昭
和
五
十
四
年
)
。

(
一
一
)
中
村
格
「
妙
巷
細
川
幸
隆
に
つ
い
て
l
安
土
・
桃
山
期
の
橿
伝
承
者

ー
」
(
『
宝
生
』
泣
|
7
・

8
、
お
ー

z、
昭
和
四
十
八
年
七
・
八
月
、

四
十
九
年
一
一
月
)
。

(
二
一
)
京
都
大
学
附
属
図
書
館
編
『
京
都
大
学
谷
村
文
庫
目
録
』
(
京
都
大

学
附
属
園
書
館
、
昭
和
三
十
人
平
)
。

(
四
)
綿
抜
豊
昭
『
近
世
前
期
猪
苗
代
家
の
研
究
』
(
新
典
社
、
平
成
十
年
)
。

(
玉
)
西
野
春
雄
「
侠
曲
再
検
②
塚
指
・
一
心
寺
」
(
『
宝
生
』
四
6
、
平

成
二
年
六
月
)
。
た
だ
し
、
兼
郁
は
「
花
陰
軒
」
で
は
な
く
、
「
花
隠

軒
」
が
正
し
い
(
前
掲
綿
抜
氏
著
書
三
七
回
頁
}
。

(
六
)
正
徳
三
年
七
月
の
演
能
記
録
で
は
、
間
狂
言
(
山
一
二
郎
)
が
出
演
し

て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
間
狂
言
の
段
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
太

鼓
の
出
演
も
見
ら
れ
、
同
曲
部
太
鼓
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
る
。

(
七
)
猪
苗
代
本
に
は
、
「
ク
ル
」
の
節
付
申
、
、
地
謡
に
「
間
」
と
「
地
」

の
区
別
が
あ
る
な
ど
、
上
掛
り
節
付
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

仙
台
以
外
で
閣
曲
の
制
作
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く

は
、
兼
都
世
在
格
時
に
上
掛
り
系
の
能
役
者
に
節
付
を
依
頼
し
た
も

の
と
恩
わ
れ
る
.
仙
台
藩
の
シ
テ
方
は
専
ら
金
春
・
喜
多
三
流
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
下
掛
り
に
属
す
る
。
同
曲
は
伊
達
家
以
外
の
催
し
で

演
じ
ら
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
仮
に
仙
台
で
飾
付
が
な
一
さ
れ
た
な
ら

ぽ
、
原
本
に
は
下
掛
り
の
飾
付
が
施
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
場

合
、
末
流
の
伝
本
を
除
け
ば
、
上
掛
り
飾
付
に
付
け
替
え
ら
れ
る
と

は
考
え
に
く
く
、
猪
苗
代
本
が
上
掛
り
諮
本
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が

難
し
く
な
る
。

(
人
)
前
掲
綿
抜
氏
著
書
(
二
一
二
六

3
三二一

O
頁
)
に
よ
れ
ぽ
、
兼
載
三
百

回
忌
に
際
し
て
、
宝
永
七
年
(
一
七
一

O
)
六
月
六
日
に
千
句
興
行

が
行
わ
れ
て
い
る
。

(
九
)
表
章
「
能
の
変
貌
|
演
目
の
変
遷
を
通
し
て
|
」
(
『
中
世
文
学
』
問
、

車
成
二
年
六
月
)
。

(一

O
)
一
一
一
原
良
書
「
能
」
(
『
宮
城
県
史
』

H
文
学
・
芸
能
、
宮
城
県
史
刊

行
会
、
昭
和
三
十
三
年
て
七

O
四
1
七
O
六
頁
。

(
一
二
前
掲
綿
抜
氏
著
書
大

O
頁。

(
一
一
一
)
猪
苗
代
家
当
主
は
法
眼
ま
た
は
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、
歴
代
で
は
兼

寿
、
兼
郁
、
謙
宜
師
法
眼
を
名
乗
っ
て
い
る
。

(
二
一
一
)
前
掲
三
原
氏
稿
。
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な
お
、
龍
作
品
の
引
用
に
際
し
て
は
、
私
に
濁
点
等
を
補
い
、
日
本
古
典
文

学
大
系
『
謡
曲
集
』
の
方
法
に
従
っ
て
、
句
読
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
節
の

概
略
を
示
す
た
め
、
「
(
調
}
、
《
(
拍
子
不
A
司
}
、
『
(
拍
子
合
)
の
記
号
を
用
い

た
。
ま
た
、
役
名
表
記
は
概
ね
底
本
に
拠
っ
た
が
、
一
般
的
な
役
名
に
つ
い

て
は
適
用
の
も
の
に
改
め
た
(
例
「
し
て
」
↓
「
シ
テ
」
、
「
同
」
↓
「
地
」
)
。



(
な
か
し
ま

け
ん
す
け
・
灘
中
学
校
高
等
学
校
教
諭
)
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